
近
年
、
全
国
各
地
の
大
学
に
お
い
て
、
日
本
人
の
大
学
生
に
日
本

語
の
書
き
方
、
話
し
方
、
学
問
の
学
び
方
な
ど
を
教
え
る
授
業
や
演

習
を
新
設
す
る
の
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。
授
業
名
は
、
言
語
表

現
科
目
、
日
本
語
技
法
、
日
本
語
法
、
表
現
法
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
私
は
こ
れ
ら
の
授
業
を
総
称

し
て
日
本
語
表
現
法
科
目
と
呼
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
授

業
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
授
業
と
共
通
す

る
科
目
と
し
て
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
あ
る
。
こ
れ
も
、
大
学
に
よ

っ
て
基
礎
ゼ
ミ
、
教
養
演
習
、
教
養
ゼ
ミ
な
ど
名
称
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
総
称
し
て
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
呼
ぶ
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
日
本
語
表
現
法
科
目
や
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

授
業
の
特
徴
と
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
、
富
山
大
学
の
「
言

語
表
現
科
目
」
の
特
徴
を
筆
者
の
授
業
を
例
に
し
て
説
明
す
る
。
結

論
と
し
て
、
日
本
語
表
現
法
科
目
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
い

く
つ
か
の
提
言
を
す
る
。

一

日
本
語
表
現
法
科
目
と
は

□

日
本
語
表
現
法
科
目
の
特
徴

教育実践

大
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
授
業
が
広
が
っ
て
い
る

日
本
語
表
現
法
科
目
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に

富
山
大
学
・
人
文
学
部

筒
井

洋
一

大学と教育 No．２２ ９８―１
２



教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
は
、
「
大
学
入
学
初
年
度
に
、
学
問
へ
の
導

入
教
育
を
目
的
と
し
て
、
教
官
・
学
生
と
の
交
流
を
兼
ね
た
少
人
数

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
で
あ
る
」
と
筆
者
は
定
義
し
て
い
る
。
か
つ
て

新
入
生
の
大
半
が
エ
リ
ー
ト
階
層
の
出
身
で
あ
っ
た
時
代
に
は
、
学

問
へ
の
導
入
教
育
は
不
要
で
あ
っ
た
。
当
時
の
新
入
生
の
大
半
は
、

そ
れ
ま
で
育
っ
た
家
庭
環
境
や
高
等
学
校
の
教
育
に
よ
っ
て
、
既
に

基
礎
が
出
来
て
お
り
、
大
学
で
は
独
力
で
学
習
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
の
よ
う
に
、
大
学
の
大
衆
化
が
進
行
し
、

大
学
入
試
制
度
も
多
様
な
選
択
肢
が
増
え
る
中
で
、
新
入
生
の
学
力

の
格
差
が
か
な
り
広
が
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
高
校
教
育
ま
で
で

習
得
す
べ
き
「
読
み
」「
書
き
」「
話
す
」
の
基
礎
や
学
問
の
学
び
方

さ
え
も
十
分
に
習
得
し
て
い
な
い
学
生
も
増
え
て
き
て
い
る
。

学
生
の
能
力
の
変
化
と

学
問
と
の
関
連

も
ち
ろ
ん
、
学
生
の
名
誉
の
た
め
に
言

っ
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
か

れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
低
下
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ラ
ス
ト

や
動
画
な
ど
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
感
覚
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
短
縮
語

（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ピ
ッ
チ
と
彼
ら
は
呼
ぶ
）
の
効
果
的
活
用
、
音
や
音
楽

へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
の
世
代
よ
り
も
格
段
に
優
れ
て

い
る
。
要
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
問
の
習
得
方
法
が
、
伝
統
的
な
文
体

で
文
章
を
書
い
た
り
、
読
ん
だ
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
現
在
の
大
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
法
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
分
野
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
で
、

そ

ご

伝
統
的
な
学
問
習
得
方
法
と
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
で

は
そ
う
か
と
い
っ
て
、
伝
統
的
な
学
問
習
得
技
法
が
不
要
で
あ
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
依
然
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

今
後
と
も
継
承
さ
れ
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。学
生
に
は
、こ
う
し
た

伝
統
的
で
は
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
日
常
生
活
に
も
不
可
欠
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
を
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

筆
者
は
、
日
本
語
表
現
法
科
目
を「
大
学
入
学
初
年
度
に
、
読
む
、

書
く
、
話
す
、
調
べ
る
、
な
ど
の
学
問
の
ベ
イ
シ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
の

つ
つ
い
・
よ
う
い
ち
●
一
九
五
五
年
、

京
都
府
生
ま
れ
●
専
攻
は
国
際
関
係
論

●
主
な
著
書
、
論
文
に
『
冷
戦
終
結
後

の
世
界
と
日
本
』（
共
著
、
風
行
社
、

一
九
九
七
年
十
月
）、「
日
本
に
お
け
る

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利

用
の
現
状
と
そ
の
意
義
」『
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
＆
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』V

ol.3

、

（
共
著
、
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
十
一

月
）、「
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
に
お

け
る
学
術
研
究
の
変
容
―
―
サ
イ
バ
ー

・
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
新
し
い
国
際
政
治
学
研
究
の
可
能
性
―
―
」（
季
刊『
国

際
政
治
』
第
一
一
三
号
、
一
九
九
六
年
十
二
月
）、「
富
山
大
学
に
お
け
る
「
言

語
表
現
科
目
」
の
新
設
と
そ
の
意
義
」（
『
一
般
教
育
学
会
誌
』
第
一
七
巻
、
第

二
号
、
一
九
九
五
年
十
一
月
）

筆
者
の
意
見
に
対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
が
、
も
し
可
能
な
ら

ば
電
子
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

em
ail:

tsutsui@
hm

t.toyam
a-u.ac.jp

３



向
上
を
目
的
と
し
た
少
人
数
形
式
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
あ
る
」
と
定
義

し
て
い
る
。
従
来
は
こ
う
し
た
授
業
担
当
者
が
、
主
と
し
て
広
い
意

味
で
の
「
こ
と
ば
」
の
専
門
家
に
限
定
さ
れ
て
い
た
（
例：

筑
波
大

学
）。
し
か
し
、
近
年
の
同
科
目
の
特
徴
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
専

門
家
に
と
ど
ま
ら
ず
、
非
専
門
家
の
学
内
教
官
も
担
当
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
述
す
る
富
山
大
学
の
「
言
語

表
現
科
目
」
が
好
例
で
あ
る
。
こ
の
科
目
は
、
学
問
に
と
っ
て
最
低

限
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
は
、
「
こ
と
ば
」
の
専
門
家

だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
専
門
分
野
の
研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
読
む
、

書
く
、
話
す
、
調
べ
る
こ
と
の
最
低
限
の
内
容
を
教
え
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
「
こ
と
ば
」
の
専
門
家
で

は
な
い
、
非
専
門
家
の
教
官
が
十
分
な
レ
ベ
ル
の
内
容
を
教
え
ら
れ

る
の
か
、
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
問
の
基
礎
レ

ベ
ル
に
お
い
て
、
専
門
家
（
と
言
っ
て
も
、
日
本
の
大
学
の
場
合
で

は
、
理
論
的
な
専
門
家
で
あ
っ
て
も
、
実
践
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
専

門
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
）
で
し
か
教
え
ら
れ
な
い
内
容
は
あ
ま
り

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
む
し
ろ
、
非
専
門
家
を
中
心
に
し
た

科
目
で
あ
っ
て
も
、
い
く
つ
か
の
大
学
で
は
か
な
り
成
果
を
あ
げ
て

い
る
の
で
あ
る
。

□

日
本
語
表
現
法
科
目
の
歴
史
的
変
遷

広
島
大
学
大
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
羽
田
貴
史
氏
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
教
養
教
育
に
お
け
る
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
新
設
に
は
、
次
の
三

つ
の
時
期
が
あ
る
と
い
う
。
第
一
の
時
期
が
一
九
六
八
〜
七
二
年
の

大
学
紛
争
期
で
、
国
立
十
八
大
学
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
。
第
二
の

時
期
は
、
七
九
〜
八
二
年
の
共
通
一
次
発
足
期
で
、
国
立
九
大
学
で

発
足
し
た
。
第
三
の
時
期
は
、
大
学
設
置
基
準
大
綱
化
以
後
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
お
い
て
、
八
二
年
末
に
は
国
立
三
十
三
大
学
の
新

設
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
五
年
現
在
で
は
国
立
六
十
六
大
学
に
増
加

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
三
つ
の
時
期
で
の
新
設
傾
向
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
時
代
的
背
景
が
あ
る
。

第
一
の
時
期
に
は
、
大
学
紛
争
で
学
内
が
混
乱
し
た
た
め
に
、
大

学
側
が
学
生
と
の
融
和
、
あ
る
い
は
懐
柔
を
図
る
た
め
に
新
設
し
た

場
合
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
紛
争
対
策
的
な
対
処
で
は
、

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
授
業
内
容
に
関
す
る
関
心
は
極
め
て
薄
か
っ
た
し
、

ま
た
同
時
に
、
当
時
の
学
生
に
は
導
入
教
育
的
な
必
要
性
も
少
な
か

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
筆
者
の
定
義
に
し
た
が
っ
た
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
、
第
二
の
時
期
以
後
に
本
格
的
な
展
開
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

第
二
の
時
期
で
あ
る
共
通
一
次
試
験
以
後
に
な
る
と
、学
生
の（
伝

統
的
な
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て
く

る
。
筆
者
が
大
学
に
就
い
た
一
九
八
六
年
当
時
に
、
こ
の
こ
と
は
教

４



官
内
で
は
か
な
り
や
っ
か
い
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
は
っ
き

り
記
憶
し
て
い
る
。

第
三
の
時
期
は
、
各
大
学
に
お
い
て
大
学
組
織
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
見
直
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
改
革
競
争
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
過
程

の
中
で
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
日
本
語
表
現
法
科
目
の
増
加
が
顕
著

と
な
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
少
人
数
教
育
の
重
視
や
入
試
制
度
や
高

校
教
育
の
多
様
化
に
よ
る
学
生
の
学
力
格
差
の
増
大
な
ど
に
加
え

て
、
学
生
の
伝
統
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
に
対
す

る
大
学
側
の
危
機
感
が
あ
っ
た
。文
部
省
高
等
教
育
局『
大
学
資
料
』

（
九
六
年
九
月
）
に
よ
れ
ば
、
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
国
公
私
立
大
学

の
約
半
数
（
国
立
六
十
六
、
公
立
二
十
二
、
私
立
百
九
十
一
大
学
）

で
実
施
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
そ
の
授
業

内
容
・
形
態
・
評
価
に
つ
い
て
は
、
統
一
的
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
担
当
教
官
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

こ
う
し
た
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
重
な
り
合
い
な
が
ら
、
ま
た
そ
れ

と
は
別
に
、
日
本
語
表
現
法
科
目
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
教
養
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
の
一
環
と
し
て
「
大
学
入
学
初
年
度
に
お
け
る
少
人
数
教

育
」、
あ
る
い
は
「
学
問
の
ベ
イ
シ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
の
向
上
」
に
重

点
が
置
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
語
表
現
法
科
目
と
重
な
り
合
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
独
立
し
た
分
野
に
配
置

さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
両
者
は
別
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。要
は
、

教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
授
業
内
容
が
多
様
で
あ
る
と
共
に
、
日
本
語
表

現
法
科
目
が
、
現
在
で
は
、
固
有
の
分
野
と
意
識
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
両
者
の
関
係
は
様
々
な
形
態
を
と
っ
て
い
る
し
、
統
計
上

に
は
現
れ
に
く
い
。
け
れ
ど
も
、「
読
む
、
書
く
、
話
す
、
調
べ
る
、

な
ど
の
学
問
の
ベ
イ
シ
ッ
ク
・
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的
と
し
た
」
日

本
語
表
現
法
科
目
は
、
私
立
大
学
を
中
心
に
し
て
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
か
な
り
広
範
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

□

日
本
語
表
現
法
科
目
の
全
国
的
な
増
加
傾
向

私
立
大
学
で
の
新
設

日
本
語
表
現
法
科
目
を
体
系
的
に
理
論
づ

け
た
の
は
学
習
院
大
学
が
最
初
で
あ
る
。

同
大
学
で
は
既
に
、
八
〇
年
代
か
ら
同
大
附
属
小
・
中
・
高
等
学
校

・
短
大
・
大
学
の
教
員
有
志
に
よ
っ
て
、「
学
習
院
言
語
技
術
の
会
」

と
し
て
教
科
書
作
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
同
大
学
の
授
業
科
目
と

し
て
「
表
現
法
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
九
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
る
が
、
同
大
学
の
取
り
組
み
は
、
一
大
学
で
の
取
り
組
み
に
と
ど

ま
ら
ず
、
む
し
ろ
全
国
に
お
け
る
日
本
語
表
現
法
科
目
の
理
論
的
な

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
同
じ
時
期
に
、

桜
美
林
大
学
で
も
新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
新
設

さ
れ
た
国
際
学
部
に
お
い
て
、
学
部
教
官
全
員
が
参
加
す
る
少
人
数

演
習
に
お
い
て
文
章
表
現
を
演
習
す
る
「
文
章
表
現
法
」
等
と
、
コ

５



ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
専
門
家
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ピ
ー
キ
ン
グ

を
演
習
す
る
「
口
語
表
現
法
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
統
一
し
た
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
非
専
門
家
の
教
官
に
も
最
低
限
教
え
る
べ
き
内

容
を
提
示
し
て
い
る
。
後
者
は
、
日
本
の
大
学
で
は
数
少
な
い
ス
ピ

ー
チ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
二
百
五
十
名
の
学
生
を
二
十
名
弱

の
少
人
数
ク
ラ
ス
に
振
り
分
け
て
徹
底
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
私
立
大
学
で
の
試
み
は
、
そ
の
後
の
新
設

学
部
に
お
い
て
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
全
面
的
に

導
入
さ
れ
る
大
学
も
登
場
し
て
き
た
（
駿
河
台
大
学
文
化
情
報
学
部

「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
科
目
」
や
東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
「
表
現
コ
ア
科
目
」
な
ど
）。
九
〇
年
前
後
は
私
立
大

学
の
大
学
新
設
や
学
部
・
学
科
の
新
設
ブ
ー
ム
で
あ
り
、
日
本
語
表

現
法
科
目
は
多
く
の
大
学
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
参

考
ま
で
に
筆
者
が
東
京
都
立
科
学
技
術
大
学
工
学
部
八
戸
信
昭
氏
の

協
力
を
得
て
作
成
し
た
日
本
語
表
現
法
科
目
を
開
講
し
て
い
る
大
学

リ
ス
ト
（
九
七
年
七
月
二
十
三
日
現
在
）
（
表
１
）
を
掲
げ
て
お
く
。

ち
ょ
う
か
ん

不
完
全
な
調
査
で
は
あ
る
が
、
全
国
で
の
広
が
り
を
鳥
瞰
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

国
立
大
学
へ
の
波
及

こ
の
図
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
日
本
語

表
現
法
科
目
は
、
私
立
大
学
、
特
に
新
設

学
部
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
の
影
響
は
や
が
て

表１ 日本語表現法科目を開講している大学リスト

［国・公立大学］

科目名

国語
技術文章学

言語表現科目
日本語法

教養ゼミ
教養ゼミ
日本語技法

日本語表現法
入門
テクニカルラ
イティング

実施学部
など
学類指定
工学部
工学部
工学部
工学部
全学部
工学部

全学部
全学部
全学部
工学部
全学部

工学部

大学名

筑波大学
岡山大学
宇都宮大学
埼玉大学
東京工業大学
富山大学
豊橋技術科学
大学
広島大学
愛媛大学
高知大学
九州工業大学
琉球大学

東京都立科学
技術大学

［私立大学］

科目名

オリエンテー
ション科目
表現コア科目

日本語表現
表現法

テクニカル・
コミュニケー
ション概論
口語表現法、
文章表現法
言語表現法

日本語学（講
義のみ）
国語表現法
言語表現の技
術

実施学部など

文化情報学部

コミュニケー
ション学部
経営学部
文学部

工学部

国際学部

国際学部
経営学部
全学部

全学部
政策科学部

大学名

駿河台大学

東京経済大学

学習院大学
玉川大学
多摩美術大学
工学院大学

桜美林大学

明治学院大学
成蹊大学
神奈川大学

中部大学
立命館大学
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国
立
大
学
に
も
波
及
す
る
。
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
が
お
こ
な
わ

れ
た
九
一
年
頃
か
ら
国
立
大
学
で
も
教
養
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再

編
が
検
討
さ
れ
は
じ
め
た
。
九
三
年
か
ら
教
養
部
廃
止
の
動
き
が
鮮

明
に
な
る
に
つ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
養
教
育
の
反
省
と
同
時
に
、

大
学
改
革
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
日
本
語
表
現
法
科
目
が
新
設
さ
れ

始
め
た
。

富
山
大
学
で
は
、
九
三
年
四
月
か
ら
「
言
語
表
現
科
目
」
と
い
う

名
称
で
、
全
学
部
か
ら
の
教
官
（
全
員
が
非
専
門
家
）
に
よ
っ
て
、

全
学
部
一
年
生
を
対
象
に
、
情
報
処
理
科
目
と
の
選
択
必
修
と
い
う

形
式
で
実
施
さ
れ
た
。
翌
年
、
東
京
大
学
有
志
教
官
に
よ
る
『
知
の

技
法
』
の
発
行
が
大
き
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
が
、
こ
の
編
者
の
意
図

は
富
山
大
学
の
担
当
者
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
後
、
九
六

年
に
は
愛
媛
大
学
で
「
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」、
九
七
年
に
は
高
知
大
学

で
「
日
本
語
技
法
」、
広
島
大
学
で
は
「
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
が
全

学
必
修
で
開
講
さ
れ
た
。
愛
媛
大
や
広
島
大
学
で
は
、
名
称
は
異
な

る
が
そ
の
中
で
は
か
な
り
日
本
語
表
現
法
科
目
的
な
授
業
が
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
琉
球
・
岡
山
・
豊
橋
技
術
科
学

と
い
っ
た
各
国
立
大
学
で
も
類
似
科
目
が
開
講
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
最
初
は
一
部
の
私
立
大
学
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
語
表

現
法
科
目
は
、
当
初
の
教
官
個
人
の
努
力
か
ら
、
学
部
・
学
科
単
位

で
の
努
力
を
へ
て
、
国
立
大
学
を
も
巻
き
込
ん
だ
全
学
的
な
組
織
的

努
力
へ
と
発
展
し
て
い
る
と
い
え
る
。
い
ま
や
一
部
局
や
一
部
教
官

だ
け
の
個
別
の
努
力
で
対
処
す
る
に
は
、
大
学
に
お
け
る
日
本
語
表

現
法
科
目
の
重
要
性
は
あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
、
か
な
り
系
統
的
な

組
織
的
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二

富
山
大
学
の
「
言
語
表
現
科
目
」
の
特
徴
と
そ
の
一
例

□

「
言
語
表
現
科
目
」
の
四
つ
の
特
徴

こ
の
よ
う
な
国
立
大
学
の
取
り
組
み
の
中
で
も
、
新
し
い
日
本
語

表
現
法
科
目
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
富
山
大
学
で
の
取

り
組
み
は
注
目
に
値
す
る
。
同
大
学
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
同

大
学
言
語
表
現
教
育
部
会
編
『
げ
ん
ご
ひ
ょ
う
げ
ん
No.
４
』
の
拙
稿

に
詳
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
潔
に
指
摘
す
る
の
に
と
ど
め
る
。

同
科
目
の
第
一
の
特
徴
は
、
文
科
系
理
科
系
双
方
の
様
々
の
研
究

者
か
ら
な
る
担
当
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
担
当
者
の

専
門
は
、
地
理
学
、
国
際
関
係
論
、
経
済
学
、
経
営
学
、
心
理
学
、

ド
イ
ツ
文
学
と
い
っ
た
文
科
系
か
ら
、
生
物
学
、
地
球
科
学
、
物
理

学
、
化
学
、
通
信
工
学
な
ど
の
理
科
系
ま
で
多
種
多
様
で
あ
る
。
ま

た
、
学
外
か
ら
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
の
参
加
も
得
て
い
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
た
授
業
と
そ
れ
以
外
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の
授
業
方
法
を
お
こ
な
う
担
当
者
双
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
種
の
授
業
を
新
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
担
当
者
の
決
定

が
最
大
の
難
問
に
な
る
。
大
学
に
よ
っ
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用

を
前
提
と
し
た
情
報
処
理
関
係
者
だ
け
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
り
、
あ
る

い
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
を
前
提
と
し
な
い
言
語
学
関
係
者
だ
け
に

義
務
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
と
も
す
れ
ば
授
業
内
容
や
教
授
法
の
マ
ン

ネ
リ
化
と
い
う
事
態
が
生
じ
か
ね
な
い
。
富
山
大
学
の
場
合
に
は
、

担
当
者
の
専
門
は
も
と
よ
り
、
授
業
内
容
の
多
様
性
が
保
障
さ
れ
て

い
る
の
で
、
学
生
は
興
味
の
あ
る
授
業
内
容
を
選
択
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

第
三
の
特
徴
は
、
担
当
者
向
け
の
教
授
法
研
修
会
や
学
生
向
け
の

講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
新
設
当
初
の
経
過
か
ら
、

「
こ
と
ば
」
の
専
門
家
の
参
加
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
担
当

者
の
結
束
を
逆
に
強
め
、
教
授
法
・
教
材
研
究
に
対
す
る
意
欲
を
高

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
修
会
で
は
、
学
外
か
ら
講
師
を
招
き
、
よ

り
効
果
的
な
授
業
実
践
が
お
こ
な
え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
。
同

科
目
担
当
者
の
場
合
は
、
未
知
の
授
業
内
容
を
担
当
す
る
必
要
性
か

ら
、
学
外
専
門
家
に
よ
る
研
修
会
は
大
き
な
収
穫
で
あ
る
。
学
生
向

け
講
演
会
に
も
学
外
か
ら
「
こ
と
ば
」
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
る

よ
う
な
講
師
を
招
請
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
催
し
も
担
当
教
官
・
学

生
双
方
に
好
評
で
、
同
科
目
の
発
展
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
の
特
徴
は
、
履
修
学
生
数
、
授
業
内
容
、
教
授
法
に
つ
い
て

は
、
担
当
教
官
の
責
任
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
科
目
と
し
て
の
最

低
限
の
約
束
と
し
て
次
の
よ
う
な
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

�
毎
回
の
講
義
内
容
（
シ
ラ
バ
ス
）
を
あ
ら
か
じ
め
学
生
に
提
示

し
て
、
学
生
に
授
業
内
容
を
確
認
さ
せ
て
か
ら
適
当
な
ク
ラ
ス

を
選
択
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
富
山
大
学
で
は
よ
う
や
く

今
年
度
か
ら
教
養
教
育
全
体
で
シ
ラ
バ
ス
が
発
行
さ
れ
た
が
、

当
科
目
で
は
新
設
当
初
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

�
履
修
学
生
数
の
決
定
は
、
担
当
教
官
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、

平
均
的
な
学
生
数
は
二
十
名
前
後
で
あ
る
。
演
習
を
主
体
に
す

る
教
官
が
多
い
の
で
、
そ
の
場
合
に
は
こ
の
程
度
の
学
生
数
が

限
度
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
シ
ラ
バ
ス
に
は
あ
ら
か
じ
め
履
修

学
生
数
を
提
示
し
、
超
過
し
た
場
合
に
は
、
学
生
は
他
ク
ラ
ス

へ
の
移
行
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
担
当
教
官
が
一
定
の
レ

ベ
ル
の
授
業
を
維
持
す
る
た
め
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
権
利
で
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
担
当
教
官
に
は
履
修
学

生
の
レ
ベ
ル
を
一
定
以
上
向
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

�
毎
年
、
教
科
報
告
書
『
げ
ん
ご
ひ
ょ
う
げ
ん
』
を
作
成
し
、
学

内
外
に
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
担
当
者
の
シ
ラ
バ
ス
、

教
材
・
資
料
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
の
集
計
結
果
な
ど
が
収
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録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
の
目
的
は
、
学
生
は
も
と
よ
り
、

学
内
に
お
い
て
は
、
科
目
の
成
果
を
公
開
し
、
新
た
な
担
当
者

を
獲
得
す
る
と
共
に
、
他
大
学
の
類
似
科
目
実
施
校
や
そ
の
他

関
係
者
に
成
果
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
う
し
た
報
告
書

の
作
成
に
よ
っ
て
、
徐
々
に
理
解
が
深
ま
り
、
新
た
な
担
当
者

の
参
加
も
進
ん
で
い
る
。

�
講
義
内
容
の
改
善
の
た
め
に
は
、
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
が
欠

か
せ
な
い
。
こ
の
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
は
、
担
当
教
官
の
授

業
改
善
の
資
料
と
す
る
こ
と
と
、
当
科
目
全
般
に
対
す
る
学
生

の
評
価
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

毎
年
発
行
し
て
い
る
教
科
報
告
書
『
げ
ん
ご
ひ
ょ
う
げ
ん
』
に

適
時
掲
載
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
授
業
評
価
結
果
の
公
表
は
、

あ
く
ま
で
も
担
当
教
官
と
学
生
と
の
間
で
の
改
善
に
向
け
た
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

�
担
当
者
相
互
の
事
務
連
絡
お
よ
び
講
義
内
容
の
改
善
の
た
め

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
電

子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
る
担
当
者
相
互
を
メ
ー
リ

ン
グ
・
リ
ス
ト
（
以
下
Ｍ
Ｌ
と
略
）
で
結
び
、
日
常
的
な
相
互

の
事
務
連
絡
や
意
見
交
換
に
使
っ
て
い
る
。
九
四
年
の
Ｍ
Ｌ
発

足
当
初
の
登
録
者
は
わ
ず
か
に
四
割
程
度
で
あ
っ
た
が
、現
在
、

ほ
ぼ
全
員
で
あ
る
。
現
在
で
こ
そ
、
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
者
は

文
科
系
に
お
い
て
も
増
加
し
て
い
る
が
、
当
科
目
発
足
当
初
、

文
科
系
担
当
者
が
主
体
の
Ｍ
Ｌ
に
よ
る
意
見
交
換
は
画
期
的
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
担
当
者
相
互
の
意
見
交
換
が
活
発

に
お
こ
な
わ
れ
る
と
同
時
に
、
事
務
量
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な

が
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
当
科
目
の
シ
ラ
バ
ス
、
教
材
、
学
生

の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
公
開
す
る
た
め

に
、
サ
ー
バ
機
を
購
入
し
た
。
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成

し
始
め
て
い
る
（http

:/hyogen.edu.toyam
a-u.ac.jp/hyogen/

index.htm
l

）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
教
材
デ
ー
タ
の
交
換
や
蓄
積

が
可
能
に
な
り
、
当
科
目
の
教
授
法
や
授
業
内
容
更
な
る
改
善

に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
。

□

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
表
現
力
の
育
成

当
科
目
担
当
者
は
様
々
な
工
夫
を
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
当
科
目
の
授
業
す
べ
て
を
こ
の
ス
ペ
ー
ス
で
記

述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
筆

者
の
授
業
内
容
だ
け
を
紹
介
し
た
い
。
た
だ
し
、
筆
者
よ
り
も
も
っ

と
興
味
深
い
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
担
当
者
も
多
数
い
る
の
で
、

詳
細
は
教
科
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
、
表
２
（
シ
ラ
バ
ス
）
の
講
義
目
的
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
筆
者
の
授
業
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
表
現
力
育
成

９



表２ 言語表現科目講義要綱（シラバス）
担当教官：筒井 洋一
（人文学部比較社会論）

講義の目的：大学生が学問を学ぶ時に、最低限必要なことがあります。
第一に、自分の意見を誤りなく相手に伝える口頭およびライティ
ング能力です。
第二に、コンピュータで文章を作成することです。
第三に、インターネットで電子メールを利用したり、必要な情報
を検索したりすることです。
これらの実際の作業を通して，自分自身の表現能力を高めていき
ましょう。

日時 ：木曜４限
教室 ：４１７番教室
学生定員 ：２０名以内
テキスト ：佐藤喜久雄編『表現技術』第２巻（創拓社、１９９５年）
最終評価 ：電子メールによるレポートの提出（２回）

タイピングテスト（１回）
出席点（出席厳守のこと）
の三つで評価します。

備考 ：コンピュータおよびインターネットの利用に習熟する必要がある
ので、講義終了後の午後５時から７時まで講習会を開催します。
したがって、それに出席できる学生を優先します。

毎回の講義内容は，以下のとおりです。
１．オリエンテ－ション。クラス確定。クラスの仲間と知りあいになろう。
２．「自分の夢を語り、どうすればそれが実現するのか」をワープロで書い
てみよう。

３．「自分の夢」を電子メールで送ってみよう。
４．他の人の「自分の夢」にコメントしてみよう。
５．それでは修正して提出しましょう。
６．「自分の夢」を学術レポートの形式にしよう。
７．いよいよレポートの書き方です。まずはテーマの設定です。
８．次に，調査が必要です。
９．それでは、レポートの構成を考えましょう。
１０．最後に，レポートの仕上げを決めよう。
１１．他の人のレポートにコメントしよう。
１２．自分のレポートを発表してみましょう。
１３．終わりになって、インターネットの世界へ。タイピングテストをします。

（１０分間２３０字で合格です）
１４．レポートの個別指導をします。
１５．意見交換、学生による授業評価。
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を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年
を
含
め
た
過
去
五
年
間
の
授
業
に
お
い

て
、
パ
ソ
コ
ン
の
運
用
能
力
を
前
提
と
す
る
内
容
は
変
わ
っ
て
い
な

い
が
、
昨
年
度
か
ら
公
衆
端
末
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
本
格
的
に
利
用
し
て
い
る
。

筆
者
は
、
前
期
の
人
文
学
部
学
生
向
け
の
授
業
を
担
当
し
て
い
る

の
で
、履
修
希
望
者
が
初
回
に
は
例
年
八
十
〜
九
十
名
が
殺
到
す
る
。

シ
ラ
バ
ス
の
備
考
欄
を
読
め
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、筆
者
の
授
業
は
、

毎
週
（
実
際
に
は
、
最
初
の
第
七
週
ま
で
）
授
業
終
了
後
二
時
間
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
習
得
の
た
め
の
補
習
授
業
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
授

業
時
間
中
に
は
で
き
る
だ
け
演
習
を
中
心
に
し
た
い
た
め
の
措
置
で

あ
る
。
こ
う
し
た
授
業
内
容
を
説
明
し
た
後
、
履
修
学
生
数
を
二
十

名
に
限
定
し
て
い
る
。

授
業
の
特
徴
は
、
口
頭
発
表
能
力
と
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
能
力
の
育
成
で
あ
る
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
に
は
、
個
人
メ

ー
ル
と
同
時
に
、
履
修
学
生
お
よ
び
教
官
す
べ
て
を
登
録
し
た
Ｍ
Ｌ

を
多
用
し
て
い
る
。
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
、
教
師
や
そ
の
他
の
学
生
と

の
連
絡
に
利
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
人
の
作
品
や
意
見

交
換
が
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
Ｍ
Ｌ
の
中
で
、
電
子
メ
ー
ル
の
書
き

方
や
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

本
年
度
の
十
五
週
間
の
授
業
を
大
別
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
類
型

分
け
で
き
る
。

�
第
一
週
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
第
二
週
か
ら
本

格
的
に
授
業
が
始
ま
る
。

�
第
二
〜
五
週
は
、
「
夢
探
し
と
水
先
案
内
人
」
の
コ
ー
ナ
ー
で

あ
る
。
自
分
の
夢
や
将
来
、
就
き
た
い
職
業
に
つ
い
て
、
最
初

は
全
員
手
書
き
で
提
出
し
、
次
に
そ
れ
を
ワ
ー
プ
ロ
に
打
ち
直

し
て
か
ら
Ｍ
Ｌ
に
流
す
。
全
員
の
夢
が
各
自
に
送
信
さ
れ
る
の

で
、
他
の
履
修
学
生
が
水
先
案
内
人
と
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る

コ
メ
ン
ト
を
教
官
経
由
で
本
人
宛
に
メ
ー
ル
で
送
る
。

�
第
六
週
か
ら
第
十
二
週
は
、
「
夢
か
ら
学
術
レ
ポ
ー
ト
へ
」
の

コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。
多
く
の
学
生
の
夢
は
自
由
な
形
式
で
書
い

て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
学
術
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
に
整
え
る
の
が

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
課
題
で
あ
る
。
第
十
二
週
に
は
、
自
分
の
夢

を
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
に
し
た
が
っ
て
口
頭
報
告
す
る
。

�
第
十
三
週
か
ら
第
十
五
週
は
、
最
終
的
に
提
出
す
る
レ
ポ
ー
ト

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、
タ
イ
ピ
ン
グ
テ
ス
ト
、
授
業
評
価
な

ど
で
あ
る
。

少
人
数
の
授
業
と
い
う
の
は
、
一
般
的
に
は
大
規
模
授
業
に
比
べ

て
、
教
官
と
学
生
と
の
交
流
が
可
能
で
あ
り
、
よ
り
効
果
的
な
授
業

が
お
こ
な
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
円
滑
な
環

境
を
作
り
出
す
た
め
に
は
、
教
官
・
学
生
双
方
の
努
力
が
必
要
な
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
授
業
の
主
催
者
と
し
て
の
教
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官
の
役
割
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
る
。
過
去
五
年
間
の
当
科
目
の
経

験
か
ら
判
断
す
る
と
、
第
一
週
か
ら
第
三
週
ま
で
の
雰
囲
気
作
り
が

決
定
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
週
か
ら
ど

れ
だ
け
楽
し
く
、
気
楽
に
仲
間
と
し
て
教
師
が
接
し
、
ま
た
学
生
同

士
も
相
互
に
親
し
く
な
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
授
業
開
始
当
初
に
お
け
る
教
官
と
学
生
と
の
縦
の

関
係
と
、
学
生
同
士
の
横
の
関
係
と
の
双
方
の
環
境
作
り
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
醸
成
さ
れ
て
い
な
い
と
、
毎
週
二
時
間

の
補
習
授
業
を
進
ん
で
受
け
よ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

他
の
学
生
十
九
名
の
夢
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
、
ま
だ
キ
ー
ボ
ー
ド

操
作
も
お
ぼ
つ
か
な
い
段
階
で
強
い
ら
れ
る
こ
と
は
苦
痛
以
外
の
な

に
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ス

は
い
ず
れ
も
雰
囲
気
が
和
や
か
で
、
ま
た
全
体
的
な
レ
ベ
ル
も
か
な

り
向
上
し
た
。
第
十
五
週
に
、
無
記
名
で
回
答
し
て
も
ら
っ
た
、
学

生
に
よ
る
授
業
評
価
に
も
、
「
補
習
授
業
や
コ
メ
ン
ト
書
き
に
極
め

て
長
い
時
間
を
要
し
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
能
力
が
向
上
し
た
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
他
の
学
生
と
の
交
流
も

で
き
た
」と
い
う
よ
う
に
積
極
的
に
評
価
す
る
意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

教
官
と
し
て
学
生
に
こ
う
し
た
余
計
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
は
後

ろ
め
た
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
か
れ
ら
が
作
業
し
て
い
る
と
き
に
は

夜
遅
く
で
あ
っ
て
も
で
き
る
だ
け
研
究
室
に
待
機
し
て
か
れ
ら
の
疑

問
に
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

□

レ
ポ
ー
ト
作
成
の
三
段
階

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｌ
を
授
業
課
題
や
質
疑
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
日

常
的
な
交
流
の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
教
官
や
学
生
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
の
に
役
に
立
つ
が
、
学
生

が
個
別
の
レ
ポ
ー
ト
を
仕
上
げ
る
際
に
は
、
や
は
り
直
接
的
な
話
し

合
い
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
大
別
し
て
三
段
階
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
段
階
に
お

い
て
、
学
生
と
個
別
に
打
ち
合
わ
せ
す
る
。

第
一
の
段
階
は
、
教
官
に
よ
る
課
題
の
提
出
か
ら
学
生
に
よ
る
テ

ー
マ
の
設
定
ま
で
の
準
備
段
階
で
あ
る
。
新
入
生
の
場
合
、
レ
ポ
ー

ト
の
形
式
を
講
義
し
た
り
、
他
人
の
レ
ポ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
だ

け
で
は
、
自
分
自
身
で
満
足
の
い
く
レ
ポ
ー
ト
を
書
け
る
学
生
は
少

な
い
。
特
に
、
あ
る
程
度
の
資
料
を
読
み
込
ん
で
、
そ
こ
か
ら
テ
ー

マ
へ
の
絞
り
込
み
に
到
る
プ
ロ
セ
ス
は
個
人
差
が
大
き
い
。そ
こ
で
、

個
別
学
生
と
テ
ー
マ
の
設
定
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が

不
可
欠
に
な
る
。

第
二
の
段
階
は
、
テ
ー
マ
設
定
に
基
づ
い
て
、
序
論
、
本
論
、
結

論
の
学
術
レ
ポ
ー
ト
の
三
つ
の
パ
ー
ツ
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
の
レ
ポ
ー
ト
指
導
法
の
特
徴
は
、
重
要
な
内
容
は
で
き
る
だ
け

１２



前
に
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
序
論
に
は
、
�
テ
ー
マ
に
関

す
る
説
明
、
�
そ
れ
に
関
す
る
研
究
動
向
、
�
全
体
の
枠
組
み
、
�

結
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
最
低
限
盛
り
込
む
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
序
論
を
読
め
ば
全
体
の
流
れ
と
結
論
の
概
要
が
わ
か
る
よ

う
な
構
造
を
作
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
や
結
論
に
は
、
目
次
、

小
見
出
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
、
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
な
ど
を
書
き
出
し
な

が
ら
全
体
の
流
れ
を
作
り
出
し
て
い
く
。

最
終
段
階
は
、
文
章
の
書
き
出
し
か
ら
仕
上
げ
の
段
階
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
実
際
に
文
章
を
書
き
始
め
た
段
階
か
ら
注
・
参
考
文
献

の
書
き
方
、
文
章
の
体
裁
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
調
整
な
ど
の
最
終
的
な

文
章
形
式
の
調
整
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に
な
る
と
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

は
ほ
ぼ
完
成
に
近
く
な
っ
て
く
る
。
け
れ
ど
も
、
新
入
生
の
場
合
に

は
、
参
考
文
献
の
不
足
や
論
理
的
展
開
の
不
十
分
さ
が
出
て
く
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
こ
の
点
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
重
要
で
あ
る
。

□

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視

レ
ポ
ー
ト
の
内
容
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、

筆
者
は
基
本
的
に
は
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
深
く
立
ち
入
っ
た
ア
ド
バ

イ
ス
は
し
な
い
。
む
し
ろ
、
内
容
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
よ
り
も
、

テ
ー
マ
の
設
定
に
到
る
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
と
、
レ
ポ
ー
ト
の

形
式
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
中
心
に
し
て
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
「
言
語
表
現
科
目
」
は
、
学
問
の
ベ
イ
シ
ッ

ク
ス
キ
ル
を
教
え
る
科
目
で
あ
る
が
、
結
果
的
に
学
生
の
学
問
や
将

来
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。
新
入
生
の
場
合
に
は
、
高
度
な
学
問
的
課
題
や
あ
ま
り
馴
染

み
の
な
い
課
題
な
ど
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
は
う
ま
く
書
け
な
い
よ
う

で
あ
る
。
以
前
、
こ
う
し
た
課
題
を
選
ん
だ
た
め
に
学
生
の
意
欲
が

落
ち
た
経
験
が
あ
る
の
で
、
今
年
度
に
は
で
き
る
だ
け
学
生
自
身
に

直
接
関
わ
る
課
題
を
選
ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
「
将
来
の
夢
・
就
き
た

い
職
業
と
そ
の
実
現
方
法
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
卒
業
後
、
希
望
の

職
業
に
就
く
た
め
に
、
学
生
時
代
に
ど
の
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く

の
か
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
は
、
多
く
の
学
生

に
と
っ
て
は
関
心
の
あ
る
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
言
語
表
現
科
目
は
、
ベ
イ
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
を

教
え
る
こ
と
で
、学
問
的
内
容
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

前
者
と
は
逆
説
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
レ
ポ
ー
ト
の
内

容
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
内
容
に
対
す
る
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
よ

り
も
、
新
入
生
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
と
い
っ
た
形
式
面
を
教

え
る
方
が
効
果
的
で
あ
る
。
多
く
の
新
入
生
は
、
学
術
レ
ポ
ー
ト
が

感
想
文
や
エ
ッ
セ
イ
と
違
う
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
最
低
限

の
書
き
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
を
踏

１３



ま
え
て
書
か
れ
た
レ
ポ
ー
ト
は
、
そ
れ
を
知
る
以
前
の
レ
ポ
ー
ト
に

比
べ
て
、
確
実
に
内
容
が
向
上
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
序
論
、
本
論
、

結
論
の
各
パ
ー
ト
に
、な
に
を
ど
の
よ
う
に
書
く
の
か
が
わ
か
れ
ば
、

目
次
の
構
成
や
各
パ
ー
ト
毎
に
盛
り
込
む
べ
き
内
容
を
自
覚
し
、
そ

の
結
果
、
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
が
向
上
す
る
の
で
あ
る
。

三

こ
れ
か
ら
の
課
題

最
後
に
、
今
後
検
討
す
べ
き
い
く
つ
か
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。

ま
ず
は
、
当
科
目
を
円
滑
に
運
営
し
、
ま
た
学
生
の
能
力
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、
教
官
と
学
生
が
楽
し
く
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。

特
に
、
最
初
数
週
間
の
教
官
と
学
生
と
の
交
流
は
重
要
で
あ
る
。
偶

然
の
出
会
い
に
せ
よ
、
教
官
と
学
生
が
同
じ
時
間
に
同
じ
場
所
を
共

有
す
る
こ
と
の
意
味
を
大
切
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
教
官
自
身
が
正

解
を
出
す
早
道
を
選
ぶ
よ
り
も
、
自
ら
失
敗
す
る
こ
と
を
学
生
に
体

験
さ
せ
る
こ
と
で
、
か
れ
ら
自
身
に
次
の
飛
躍
を
見
つ
け
出
す
よ
う

な
演
習
を
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
学
生
は
、
人
前
で
発
言
し
て
間
違

う
こ
と
を
極
端
に
恐
れ
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
発
言
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
言
っ
て

笑
わ
せ
る
能
力
に
長
け
て
い
る
関
西
出
身
の
学
生
の
協
力
を
得
て
、

雰
囲
気
の
改
善
に
努
力
し
て
い
る
。

第
二
に
、
大
学
ご
と
に
当
科
目
の
新
設
の
経
過
が
異
な
る
が
、
そ

の
相
違
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か
で
あ
る
。
学
習
院
大
学
や
富
山
大

学
の
場
合
に
は
、
有
志
教
官
の
「
下
か
ら
の
改
革
」
の
意
欲
を
大
学

が
「
上
か
ら
の
改
革
」
と
連
携
さ
せ
た
点
で
特
色
が
あ
る
。
そ
れ
と

は
逆
に
、
「
上
か
ら
の
改
革
」
が
先
行
し
た
場
合
に
は
、
う
ま
く
い

か
な
い
と
い
う
声
も
聞
く
。
し
か
し
、
そ
れ
は
「
下
か
ら
の
改
革
」

だ
け
で
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
の
逆
説
に
す
ぎ
な
い
。
要
は
、
ど

ち
ら
が
先
行
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
「
上
か
ら
」
と
「
下

か
ら
」
の
両
方
の
改
革
が
必
ず
揃
わ
な
く
て
は
何
事
も
前
進
し
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
高
知
大
学
が
「
日
本
語
技
法
」
を
全
学
必

修
科
目
と
し
て
新
設
す
る
と
い
う
決
定
に
は
今
後
の
発
展
を
期
待
し

た
い
。
同
大
学
に
お
け
る
草
の
根
の
改
革
の
動
き
と
、
大
学
幹
部
の

慧
眼
と
が
連
携
し
た
と
き
に
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
富
山
大
学
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
し
て
は
、
担
当
教
官

の
教
授
法
や
教
材
の
多
様
性
と
と
も
に
、
授
業
内
容
や
教
授
法
の
最

低
限
の
統
一
化
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

発
行
、
サ
ー
バ
へ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
共
通
テ
キ
ス
ト
の
作
成
、

教
授
法
研
修
会
の
改
善
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ま
だ
試
行

錯
誤
の
段
階
で
あ
る
。
多
様
性
と
統
一
性
と
の
関
連
は
絶
え
ざ
る
課

題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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第
四
に
、
日
本
語
表
現
法
科
目
の
実
践
は
多
く
の
大
学
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、未
だ
に
教
授
法
・
教
材
な
ど
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

学
習
院
大
学
関
係
者
の
教
材
が
殆
ど
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
。さ
ら
に
、

口
頭
表
現
法
科
目
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
未
開
拓
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
一
つ
の
示
唆
と
し
て
、
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る
日
本
語

教
官
の
教
授
法
を
、
日
本
人
学
生
に
対
す
る
日
本
語
表
現
法
の
教
授

法
と
し
て
導
入
す
る
将
来
性
を
指
摘
し
た
い
。

第
五
に
、
当
科
目
の
全
国
的
な
広
が
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
互

の
連
携
を
欠
い
て
い
る
事
態
を
早
急
に
改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
既
に

学
会
や
専
門
分
野
が
確
立
さ
れ
て
い
る
科
目
で
あ
れ
ば
、
全
国
的
な

連
携
を
図
る
こ
と
に
は
苦
労
は
い
ら
な
い
が
、
当
科
目
の
場
合
に
は

こ
う
し
た
裏
付
け
を
欠
い
て
い
る
。
と
り
あ
え
ず
は
、
教
養
教
育
を

中
心
に
し
た
組
織
の
中
で
全
国
的
な
連
携
を
模
索
し
て
み
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
着
実
に
前
進
し
て
い
る
当

科
目
を
担
当
し
て
い
る
と
、
筆
者
自
身
の
専
門
で
あ
る
国
際
関
係
論

の
草
創
期
の
頃
を
思
い
出
す
。
ま
だ
未
確
立
な
学
問
分
野
に
地
道
な

努
力
で
確
固
た
る
地
盤
を
築
く
過
程
は
い
ず
れ
の
学
問
分
野
に
も
該

当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
か
な
ら
ず
多
様
な
専
門
家
の
学
際

的
な
協
力
が
要
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
も
微
力
な
が
ら
そ

の
過
程
に
関
わ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

（
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
等
の
資
料
に
関
し
て
は
、
広
島
大
学
大
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
羽
田
貴
史
氏
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
期
し
て
感

謝
す
る
。
な
お
、
引
用
お
よ
び
内
容
の
文
責
は
す
べ
て
筆
者
に
あ

る
。）
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